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用水路 堆積量

調査地点位置図

下山用水 上原用水 飯野用水 黒西副水路 荻若用水

※赤破線の5m区間が調査対象区間である。 ※荻若用水のみ平成19年の状況を示す。

※

※赤破線の5m区間が調査対象区間である。 ※荻若用水のみ平成19年の状況を示す。

【調査内容】
平成19年までの調査と同様に、用水路の一定区間において平成20年5月及び9月に堆積土砂を採取し、前回の調査時以降に同区間に堆積した土砂の重
量を測定することにより、対象区間における平均堆積厚を求めた。

【調査結果】
平成19年9月～平成20年5月の間にはいずれの用水路においても1～2mm程度の堆積がみられた。数mm程度の堆積厚は平成15年以降の各調査と同程
度である。
平成20年5月～平成20年9月の間の堆積量はいずれも1mm未満であった。

　　※平均堆積厚＝土砂重量／（調査区間面積×土粒子密度）
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　荻若用水については、これまで
　に礫の点在が確認されているの
　みで、排砂に係る有効なデータ
　が得られておらず、関係箇所と
　の協議により平成20年度以降は
　調査を実施しないこととした。
　（代替調査地点を調整中）
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：　土砂堆積調査※３

（河川２、海域８）

　 水生生物調査※２

    （ ５月～８月調査 ）

（河川２）

水生生物調査　定期調査(５月･９月･11月)、排砂中

凡　　　例

 　 水生生物調査※１

    （ 定 期 調 査 ）

　　※１：５月、９月、11月の３回実施

　　※２：５月～８月の間、概ね２回/月実施

　　※３：土砂堆積調査は、排砂前・排砂直後
　　　　　(自然流下終了後)、排砂後の措置試
　　　　　行後に実施(通砂においても同様)

（河川１）
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河川 魚類（定期調査）

※平成15年7月調査時は、各地点ともタモ網での採取は実施せず投網のみで採取した。（図中の　　部分）

試験的排砂 緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂・通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂

・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28) (51) (24) [16] (12) (35)

地点別
採　取
種類数
(種)

地点別
採　取
個体数
(尾)

6 7 8 9  1112 1 2　　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 7   9   11 1月　 5月9月 11月 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 6月 9月 11月
平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

採　取
種類数
(種)

　　2,230△

採　取
個体数
(尾)

6 7 8 9  1112 1 2　　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 7   9   11 1月　 5月9月 11月 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 6月 9月 11月
平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3
）

[　]内数値は出し平ダム土砂変動量（約万m3
）

採取種数、採取個体数について、いずれの地点とも過去の観測値の変動の範囲内であった。
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魚類　地点別魚種別捕獲数

山彦橋 山彦橋
H7.7試験的排砂 H7.10緊急排砂 H8.6緊急排砂 H9.7緊急排砂 H10.6排砂 H11.9排砂 H12.9抑制策 H14.7連携排砂 H15.6連携排砂

(約24万m3) (約12万m3) (約35万m3)
[約16万m3]
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平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 捕獲数

No. 目 科 種　名 06/30 07/29 08/11 09/13 11/02 11/10 12/01 01/10 02/27 05/13 07/03 07/09 08/02 09/04 11/07 01/09 03/10 05/29 07/14 08/05 09/01 11/05 01/08 03/02 05/25 07/01 07/13 08/05 09/02 11/04 05/26 09/01 11/01 06/05 09/12 11/09 05/30 09/10 11/10 05/23 09/04 11/02 05/26 07/07 09/11 11/05 01/20 05/27 09/22 11/05 05/24 09/05 11/07 06/01 09/07 11/01 05/30 09/04 11/16 06/06 09/10 11/04 累計 No.
6 ｺｲ ｺｲ ｳｸﾞｲ 2 12 35 1 1 1 1 2 1 44 2 33 29 2 5 20 13 2 1 1 13 1 5 7 3 1 1 26 38 16 17 28 29 1 10 2 4 1 16 427 6

10 ｻｹ ｱﾕ ｱﾕ 1 1 1 1 16 17 37 10
11 ｻｹ ﾆｯｺｳｲﾜﾅ 8 13 10 5 2 2 5 72 13 7 4 2 1 10 6 13 1 1 2 28 25 8 6 7 6 98 28 4 30 23 15 78 51 3 35 25 3 58 8 17 13 3 4 2 41 84 3 7 37 15 3 1 7 1 1 955 11
14 ｻｸﾗﾏｽ(ﾔﾏﾒ) 1 1 1 5 8 14

ﾔﾏﾒ 2 2 1 11 2 4 2 2 2 4 6 17 12 15 2 2 2 4 4 7 1 4 5 4 3 8 13 11 5 10 3 2 1 19 21 6 12 15 14 260
20 ｶｻｺﾞ ｶｼﾞｶ ｶｼﾞｶ 3 1 8 4 5 7 15 14 4 4 2 11 87 47 21 11 13 20 4 18 17 11 7 16 32 6 32 5 19 5 5 7 7 17 7 6 13 10 8 20 4 6 6 11 8 9 8 10 11 8 4 4 5 6 9 16 7 7 6 9 703 20

種類数合計 3 3 3 4 4 3 3 1 2 3 3 3 4 3 2 1 1 2 3 4 2 3 3 2 4 3 3 4 5 4 3 4 3 4 3 3 3 4 3 3 3 3 3 3 5 4 2 4 4 4 4 4 3 4 3 4 3 5 4 3 5 3 5
個体数合計（放流魚種を含む） 13 27 46 15 9 8 13 15 86 18 13 7 58 90 48 21 11 23 59 57 19 19 15 35 47 45 32 54 16 120 34 26 43 48 44 100 59 23 47 37 27 70 15 28 28 19 9 42 56 80 123 44 43 15 17 46 43 60 15 26 55 29 2,390
個体数合計（放流魚種を除く） 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 2 1 44 2 0 0 0 0 33 29 0 1 0 0 2 5 20 13 2 1 1 13 0 1 0 0 0 5 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 183

下黒部橋 　 下黒部橋
H7.7試験的排砂 H7.10緊急排砂 H8.6緊急排砂 H9.7緊急排砂 H10.6排砂 H11.9排砂 H12.9抑制策 H14.7連携排砂 H15.6連携排砂

(約24万m3) (約12万m3) (約35万m3)
[約16万m3]
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平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 捕獲数

No. 目 科 種名 06/29 07/30 08/12 09/12 11/03 11/07 11/30 01/11 02/29 05/15
～16 07/02 07/08 08/01 09/03 11/06

～07 01/10 03/11 05/28 07/22 08/06 09/03 11/06 01/09 03/03 05/26 07/02 07/14 08/06 09/03 11/05 05/31 09/02 11/05 06/06 09/13 11/10 05/31 09/14 11/09 05/24 09/05 11/01 05/27 07/08 09/10 11/06 01/21 05/28 09/21 11/04 05/25 09/06 11/08 06/02 09/08 11/02 05/29 09/05 11/07 06/06 09/11 11/05 累計 No.

1 ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ ｶﾜﾔﾂﾒ 1 1 1
2 ｺｲ ｺｲ ｺｲ 1 1 2
3 ｷﾞﾝﾌﾞﾅ 1 6 1 1 1 2 12 3
4 ﾀｶﾊﾔ 1 1 2 4
5 ﾏﾙﾀ 1 1 2 2 3 1 1 1 12 5
6 ｳｸﾞｲ 127 33 69 61 14 155 56 2 4 520 8 12 28 35 6 14 17 75 70 36 18 36 263 263 74 183 227 44 43 6 16 113 194 125 108 1,373 393 32 371 282 3 101 83 36 54 34 76 115 78 1 2 34 15 75 27 12 49 37 26 10 16 6,390 6

ｳｸﾞｲ属の一種 5 5
7 ﾓﾂｺﾞ 1 1 2 7
8 ｽｺﾞﾓﾛｺ 1 1 8
9 ﾄﾞｼﾞｮｳ ﾄﾞｼﾞｮｳ 1 1 2 3 6 2 1 1 2 19 9

10 ｻｹ ｱﾕ ｱﾕ 50 34 17 110 1 233 118 39 163 18 648 131 159 154 1 132 295 276 327 110 929 168 1 268 98 9 1,759 673 101 456 162 29 342 710 488 32 63 38 73 130 5 159 18 4 117 60 32 154 19 10 10,123 10
11 ｻｹ ﾆｯｺｳｲﾜﾅ 1 1 1 3 1 7 11
12 ｻｹ 17 16 5 24 13 7 10 33 112 2 181 82 52 83 50 102 28 2 6 9 3 837 12
13 ﾆｼﾞﾏｽ 1 1 2 13
14 ｻｸﾗﾏｽ(ﾔﾏﾒ) 1 1 1 1 4 14

ﾔﾏﾒ 1 1 1 3 2 2 6 3 1 2 1 1 1 1 4 9 2 3 44
15 ﾀﾞﾂ ﾒﾀﾞｶ ﾒﾀﾞｶ 1 1 32 1 7 16 2 60 15
16 ｻﾖﾘ ｸﾙﾒｻﾖﾘ 26 26 16
17 ﾄｹﾞｳｵ ﾄｹﾞｳｵ ｲﾄﾖ 1 1 17
18 ﾄﾐﾖ 20 1 1 9 1 3 1 1 1 5 2 7 16 5 133 37 9 8 8 83 121 43 37 2 3 59 1 1 1 10 18 7 11 33 12 55 60 13 15 49 34 24 34 36 50 53 20 15 32 25 32 195 108 1,560 18
19 ｶｻｺﾞ ｶｼﾞｶ ｱﾕｶｹ(ｶﾏｷﾘ) 7 8 4 1 4 1 1 2 2 3 13 5 1 3 7 1 7 4 2 1 2 4 1 1 4 6 1 1 2 1 3 2 105 19
20 ｶｼﾞｶ 2 1 3 20
21 ｶﾝｷｮｳｶｼﾞｶ 3 1 3 10 22 1 1 3 7 21 1 1 1 2 2 2 4 6 2 2 2 1 13 1 3 115 21
22 ｽｽﾞｷ ｼﾏｲｻｷ ｼﾏｲｻｷ 1 1 2 4 22
23 ﾀｲ ｸﾛﾀﾞｲ 1 1 23
24 ﾒｼﾞﾅ ﾒｼﾞﾅ 6 6 24
25 ﾎﾞﾗ ﾎﾞﾗ 1 2 3 25
26 ﾒﾅﾀﾞ 6 1 1 3 5 1 1 1 1 2 15 31 8 2 4 1 2 85 26
27 ﾊｾﾞ ﾐﾐｽﾞﾊｾﾞ 3 2 1 3 2 27 8 3 4 1 2 2 1 4 3 1 2 2 2 6 2 2 1 8 4 1 16 6 1 2 2 4 5 4 33 170 27
28 ｺﾞｸﾗｸﾊｾﾞ 1 1 1 2 2 2 9 28
29 ﾏﾊｾﾞ 1 10 1 2 7 2 15 1 7 11 5 1 1 3 2 3 1 6 2 1 82 29
30 ｱｼｼﾛﾊｾﾞ 2 2 2 1 1 10 18 30
31 ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ 3 1 3 73 74 65 41 10 1 4 4 10 11 10 7 8 1 1 2 1 3 2 2 4 12 5 12 8 8 16 7 8 4 4 19 13 6 1 2 1 3 8 8 4 18 9 13 530 31
32 ｵｵﾖｼﾉﾎﾞﾘ 1 45 20 15 2 2 1 4 1 10 13 16 12 4 1 2 1 1 1 1 15 1 1 1 1 2 1 1 2 2 5 2 1 9 3 2 202 32
33 ﾙﾘﾖｼﾉﾎﾞﾘ 1 3 4 4 10 13 24 7 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 4 2 1 1 87 33
34 ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ 1 1 1 11 19 39 36 4 1 6 1 1 3 1 2 1 3 2 2 2 3 4 2 4 4 1 1 3 1 2 4 2 3 1 1 3 1 1 2 180 34

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ類 14 4 18
35 ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ 30 7 4 15 5 61 40 16 9 10 6 10 2 3 2 1 6 12 5 8 5 26 48 11 29 28 19 9 6 15 27 16 19 4 6 5 2 25 3 2 38 5 7 19 12 20 17 9 11 16 5 19 12 12 7 6 6 2 4 11 795 35
36 ｽﾐｳｷｺﾞﾘ 6 13 3 11 13 19 2 1 14 34 10 17 10 7 28 10 230 295 62 54 25 7 148 24 11 192 95 52 50 56 23 54 24 30 103 87 42 48 55 31 4 37 21 18 21 16 18 17 14 13 13 17 2,205 36
37 ｼﾏｳｷｺﾞﾘ 2 3 2 4 2 4 9 3 1 3 10 5 5 1 2 1 2 1 7 2 1 1 1 3 1 76 37
38 ｳｷｺﾞﾘ 3 17 3 3 3 2 12 1 2 2 10 4 1 2 1 5 1 1 5 1 1 2 1 3 1 1 3 1 6 2 1 3 104 38

ｳｷｺﾞﾘ類 329 76 405
39 ﾋﾞﾘﾝｺﾞ 1 1 3 6 4 2 14 3 2 1 37 39
40 ﾌｸﾞ ﾌｸﾞ ｸｻﾌｸﾞ 1 1 2 40

種類数合計 10 7 9 7 12 13 12 6 9 13 9 9 7 10 11 8 12 15 19 14 16 11 9 10 12 15 16 14 14 12 9 18 10 12 12 13 11 9 15 14 13 12 12 3 13 14 11 16 8 9 13 15 14 17 14 13 16 11 12 7 11 12 40
個体数合計（放流魚種を含む） 239 78 105 219 186 393 232 97 56 794 154 97 211 95 71 66 109 813 776 345 225 195 330 544 240 847 986 546 282 135 981 586 298 444 454 1,590 2,230 772 619 826 264 307 526 751 729 272 172 293 254 89 130 288 111 368 180 82 267 166 149 206 263 218 24,351
個体数合計（放流魚種を除く） 61 11 19 48 169 237 176 96 56 560 36 58 48 77 71 66 108 162 645 186 71 194 330 544 106 552 710 219 172 133 51 418 291 176 356 1,578 471 99 517 88 99 175 100 5 186 205 95 112 138 88 53 124 87 125 135 66 101 69 89 52 234 189 12,493

注：H8.6緊急排砂前調査(H8.5.13～17)からH8.6緊急排砂４ヶ月後調査(H8.11.5～7)の下黒部橋地点調査範囲は、河道状況が変動していたため、従前の調査範囲（①～③）と異なる範囲（④～⑥）で捕獲調査したものである。
 排砂時期

＊１：ｻｸﾗﾏｽはﾔﾏﾒの降海型であり、種としては同じであるため１種として計数した。

＊２：斜字体の種は放流魚種を示す。

＊３：排砂名下部の( )内は出し平ダムの排砂量を示す。なお、平成18年の［ ］内は連携通砂時における出し平ダムの土砂変動量を示す。
＊４：平成15年は夜間も同日に調査を実施しているが、上表では昼間の調査分のみを示す。
＊５：放流魚種は、ｱﾕ、ﾆｯｺｳｲﾜﾅ、ﾔﾏﾒ、ｶｼﾞｶ、及びｳｸﾞｲ（H8～H13を除く）である。なお、ｻｹについては主たる生育場は海域であるため、放流魚種として扱わないものとした。

＊ ６ ： 平成15年度連携排砂１週間後については、投網のみの採取調査であった。

H20.6連携排砂

H20.6連携排砂

H19.6連携排砂

H19.6連携排砂

(約6万m3) (約9万m3) (約28万m3) (約51万m3)(約34万m3) (約70万m3) (－) (約59万m3)(約1.6万m3) （約172万m3) (約80万m3) (約46万m3)

H13.6連携排砂通砂 H16.7連携排砂通砂 H17連携排砂通砂 H18連携排砂通砂

(約6万m3) (約9万m3) (約28万m3) (約51万m3)(約34万m3) (約70万m3) (－) (約59万m3)(約1.6万m3) （約172万m3) (約80万m3) (約46万m3)

H13.6連携排砂通砂 H16.7連携排砂通砂 H17連携排砂通砂 H18連携排砂通砂

山彦橋で確認された種は、ウグイ、アユ、ニッコウイワナ、ヤマメ、カジカの５種である。

下黒部橋で確認された種は、ウグイ、アユ、ヤマメ、メダカ、トミヨ、アユカケ（カマキリ）、メナダ、及びハゼ科の魚種計15種である。
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魚類（５月～８月調査） 
平成 20 年度に実施した、排砂期間中を含む５月～８月間における魚類の調査実施状況は以下の通りである。 

河口部付近に生息する遊泳魚、底生魚を対象魚種として実施した。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

漁法：投網 漁法：タモ網 
各調査地点における概ねの調査範囲 

下黒部橋 

四十八ヶ瀬大橋 

7/31 四十八ヶ瀬大橋 瀬 
（漁協関係者の方も参加） 

6/17 四十八ヶ瀬大橋 瀬 

平成 20 年度の調査概要 

調査地点位置図 
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１．魚類調査結果 
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アユ 個体数
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080704 四十八ヶ瀬大橋 

ウグイ 
080718 四十八ヶ瀬大橋  

放流と目されるアユ 
080718 四十八ヶ瀬大橋 

天然と目されるアユ 080718 下黒部橋 

瀬 ヤマメ 

080617 四十八ヶ瀬大橋  

緩流帯 ルリヨシノボリ 
080812 下黒部橋  

瀬 ヌマチチブ 

080617 四十八ヶ瀬大橋 

瀬 ニッコウイワナ 

080829 下黒部橋 

緩流 ミミズハゼ 
080617 下黒部橋左岸  

瀬 カマキリ 
080812 下黒部橋 

瀬 ゴクラクハゼ 

地区別・箇所別における総採捕数・総種数 

調査日別採捕数・種数 

・ 平成 20 年度調査では、魚類が 4目 6科 16 種確認され、過年度調査（平成 17～19 年度） と併せると、4目 6科 18 種の魚類が確認された。 
・ 特定種としては、カマキリやカンキョウカジカなど計 6種が確認された。 
・ 下黒部橋下流（河口～0.6km）は、種数及び採捕尾数ともに四十八ヶ瀬大橋よりも多く、種数で倍の違いとなっている。 
特に緩流域は稚仔魚を含め魚類相が豊富な結果となった。 
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２．アユ採捕結果  （1）アユ採捕尾数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 今年度（平成 20 年度）のアユの採捕尾数は、下黒部及び四十八ヶ瀬大橋左岸で計 494 尾であり、昨年度（平成 19 年度）の計 450 尾（四十八ヶ瀬

大橋左岸+下黒部橋のみ）と比較すると概ね同水準であった。 

・ 内水面漁協による放流尾数は、計 44 万 2 千尾であり、これも昨年度の計 44 万 3 千尾と同水準であった。 

・ （参考）平成 18 年度では、下黒部橋及び四十八ヶ瀬大橋左岸で計 1388 尾が確認され、放流尾数は計 66 万尾であった。 

080603 下黒部橋 アユの群れ 

連携排砂実施後に
200～350m3/s の小規
模出水多発 
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(2)平成 18、19、20 年度 採捕個体の体長・体重・肥満度変化の比較（下黒部橋、四十八ヶ瀬大橋左岸） 

5/256/6 6/26 7/11 8/1 8/25 9/22
調査日：

5/256/6 6/26 7/11 8/1 8/25 9/22
調査日：

5/256/6 6/26 7/11 8/1 8/25 9/22
調査日：

5/22 6/5 6/19 7/12 7/26 8/9
調査日：

9/6

5/22 6/5 6/19 7/12 7/26 8/9
調査日：

9/6

5/22 6/5 6/19 7/12 7/26 8/9
調査日：

9/6

＜平成 18 年度＞ ＜平成 19 年度＞ 
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調査日：
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調査日：

9/6

＜平成 18 年度＞ ＜平成 19 年度＞ 

下 黒 部 橋 四十八ヶ瀬大橋左岸 

＜平成 20 年度＞ ＜平成 20 年度＞ 
調査日
6/4   6/17     7/4   7/18 7/31  8/12   8/29 

調査日
6/4   6/17     7/4   7/18 7/31  8/12   8/29 

調査日
6/4   6/17     7/4   7/18 7/31  8/12   8/29 

調査日
6/4   6/17     7/4   7/18 7/31  8/12   8/29 

調査日
6/4   6/17     7/4   7/18 7/31  8/12   8/29 

調査日
6/4   6/17     7/4   7/18 7/31  8/12   8/29 

・ 平成 18、19、20 年度の下黒部橋と四十八ヶ瀬大橋左岸を対象に、採捕個体の体長、体重、肥満度の経時変化を比較した。 

・ 連携排砂に伴う大規模な出水後は、平成 18～19 年度では、体長、体重、肥満度は減少傾向にあり、約 1 ヶ月経過後は回復傾向となっている。今年度も同様の傾向であるが、体長・

体重については、鈍い傾向がみられる。 

放流魚と目される
個体のみ（9尾）

放流魚多
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河川 底生動物

試験的排砂 緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂・通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂

・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28) (51) (24) [16] (12) (35)

地点別
採　取
種類数
(種)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年

地点別
採　取
個体数

(個/0.5m2)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

種類別
採　取
個体数
構成比
(山彦橋)

種類別
採　取
個体数
構成比
(下黒部橋)

6 7 8 9  1112 1 2　　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月
平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

採取種類数、採取個体数とも過去の観測値の変動の範囲内であった。
山彦橋での優占種は、５月調査時ではカゲロウ目、９月調査時ではカゲロウ目及びハエ目、11月調査時ではナガミミズ目、ハエ目及びトビケラ目の種であった。
下黒部橋での優占種は、５月調査時ではカゲロウ目、ハエ目及びナガミミズ目、９月調査時ではカゲロウ目及びハエ目、11月調査時ではカゲロウ目及びカワゲラ目の種であった。

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3
）

[　]内数値は出し平ダム土砂変動量（約万m3
）
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河川 付着藻類

試験的排砂 緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂・通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂

・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28) (51) (24) [16] (12) (35)

地点別
採　取
種類数
(種)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

地点別
ｸﾛﾛﾌｨﾙa
(μg/cm2)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

種類別
採　取
細胞数
構成比
(山彦橋)

種類別
採　取
細胞数
構成比
(下黒部橋)

6 7 8 9  1112 1 2　　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 1　3　5 7 8 9  11 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月
平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

採取種類数、クロロフィルａ量とも過去の観測値の変動の範囲内であった。
山彦橋での優占種は、５月調査時では珪藻類及び藍藻類の種、９月調査時及び11月調査時では珪藻類の種であった。
下黒部橋での優占種は、５月調査時では珪藻類及び緑藻類の種、９月調査時及び11月調査時では藍藻類及び珪藻類の種であった。

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3
）

[　]内数値は出し平ダム土砂変動量（約万m3
）
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海域　底生動物（代表４地点）

試験的排砂 緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂・通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂

・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28) (51) (24) [16] (12) (35)

地点別
採　取
種類数

(種)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

地点別
採　取
個体数

(個/0.1m2)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

種類別
個体数
構成比
(Ｃ点)

種類別
個体数
構成比
(Ａ点)

種類別
個体数
構成比

(河口沖)

種類別
個体数
構成比

(生地鼻沖)
6 7 8 9    11 1　3　5 7 8 9    11 1　3　5 7 8 9    11　2 3　 5 7 8 9    11 1　3　　 69月 11月 6月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

採取種類数、採取個体数とも過去の観測値の変動の範囲内であった。

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3
）

[　]内数値は出し平ダム土砂変動量（約万m3
）

※網掛け表示は採取個体数が１個のみであった場合を示す。
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海域　底生動物（その他４地点）

※採取したホシムシ科の種は、小さな個体が密に集合して生息する習性がある

試験的排砂 緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂・通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂

・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28) (51) (24) [16] (12) (35)

地点別
採　取
種類数

(種)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年
　* 1,196

地点別
採　取
個体数

(個/0.1m2)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

種類別
個体数
構成比

(荒俣魚礁)

種類別
個体数
構成比

(地引網漁場)

種類別
個体数
構成比

(横山沖)

種類別
個体数
構成比

(赤川沖)
6 7 8 9    11 1　3　5 7 8 9    11 1　3　5 7 8 9    11　2 3　 5 7 8 9    11 1　3　　 69月 11月 6月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

採取種類数、採取個体数とも概ね過去の観測値の変動の範囲内であった。

なお、横山沖地点における９月調査時の採取個体数は既往の観測値の中で最大となったが、そのほとんどはホシムシ科の種
※
(1184個体)となった。

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3
）

[　]内数値は出し平ダム土砂変動量（約万m3
）
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平成7年～平成12年：調査対象外
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海域　動物プランクトン

試験的排砂 緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂・通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂

・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28) (51) (24) [16] (12) (35)

地点別
採　取
種類数

(種)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

地点別
採　取
個体数

(千個/m3)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年
※11月は欠測

種類別
個体数
構成比
(Ｃ点)

種類別
個体数
構成比
(Ａ点)

種類別
個体数
構成比

(河口沖)

種類別
個体数
構成比

(生地鼻沖)
6 7 8 9    1112 1　3　5 7 8 9    11 1　3　5 7 8 9    11 　2 3　 5 6 7 8 9    11 1　3　　 6 9月 11月 6月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 1月　 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

採取種類数、採取個体数ともに過去の観測値の変動の範囲内であった。
優占種は、各地点とも５月調査時は橈脚類及び尾虫類の種、９月調査時及び11月調査時は橈脚類の種であった。

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3
）

[　]内数値は出し平ダム土砂変動量（約万m3
）
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海域　植物プランクトン

試験的排砂 緊急排砂 緊急排砂 緊急排砂 排砂 排砂 抑制策 連携排砂・通砂 連携排砂 連携排砂 連携排砂・通砂 連携排砂・通砂 連携排砂 連携通砂 連携排砂 連携排砂

・大出水 (172) (80) (46) (34) (70) (59) (6) (9) (28) (51) (24) [16] (12) (35)

地点別
採　取
種類数
（種）

地点別
採　取
細胞数

(百万個/l)

地点別
ｸﾛﾛﾌｨﾙa

(μg/l)

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

種類別
細胞数
構成比
(Ｃ点)

種類別
細胞数
構成比
(Ａ点)

種類別
細胞数
構成比

(河口沖)

種類別
細胞数
構成比

(生地鼻沖)
6 7 8 9    1112 1　3　5 7 8 9    11 1　3　5 7 8 9    11 　2 3　 5 6 7 8 9    11 1　3　　 6 9月 11月 6月 9月 11月 6月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 1月　 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月 5月 9月 11月

平成7年 平成8年 平成9年 平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年

(　)内数値は出し平ダム排砂量（約万m3
）

[　]内数値は出し平ダム土砂変動量（約万m3
）

採取種類数、採取細胞数、クロロフィルａとも、これまでの調査時と同様の変動であった。
優占種は、５月調査時はいずれの地点も珪藻類の種であった。９月調査時は生地鼻沖を除き珪藻類の種、生地鼻沖では珪藻類及びクリプト藻類の種がそれぞれ優占していた。11月調査時はＣ点では珪藻類の種、Ａ点ではハプト
藻類、クリプト藻類及び珪藻類の種、河口沖及び生地鼻沖ではクリプト藻類及び珪藻類の種がそれぞれ優占していた。
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土砂堆積調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●調査目的 
連携排砂により、魚類等の生息場である河床の堆積土砂がどのように変化するかを把握する

とともに、排砂後の措置（試行）の効果を把握するため、河道内における堆積土砂表面の細粒

分分布変化に着目した調査を行う。 

 

●調査地区 
調査は、昨年度までの調査地区を踏襲し、黒部川扇状地区間の中で細粒土砂が溜まりやすい

四十八ヶ瀬大橋から黒部大橋（国道８号）間の距離標 4～5㎞とした。 

 

●調査方法 
調査地区内の細粒土砂の分布状況を踏査する。（最新の空中写真を現地に持参し、分布状況、

境界等を記録）細粒土砂の区分方法は、下記に示す「谷田・竹門の簡便階級(1993)」を参考に

砂分、泥分の割合（被度）をそれぞれ４段階に区分した。なお、調査の実施状況は、右図の通

りであり、今年度は排砂前、排砂直後、排砂後の措置(試行)後の 3回の調査を実施した。 

 

●実施状況 
１回目調査（排砂前）         ：６月５、６日 

２回目調査（排砂直後：自然流下終了後）：７月１日 

３回目調査（排砂後の措置(試行)後）  ：７月１１日 

河床構成材料の粒径区分（谷田・竹門の簡便階級(1993)） 

河床構成材料 粒　径

岩 ＞500mm

巨石 250～500m

石 50～250mm

砂利 4～50mm
砂（粗砂＋細砂） 0.125～4mm
泥 ＜0.125mm

　　　　　　被度
土砂区分

0～25％ 25～50％ 50～75％ 75～100％

砂(0.125～4mm) 砂分１ 砂分２ 砂分３ 砂分４

泥(＜0.125mm) 泥分１ 泥分２ 泥分３ 泥分４

調査対象材料 

砂分 1(砂 0～25％)  砂分 2(砂 25～50％)  砂分 3(砂 50～75％)  砂分 4(砂 75～100％) 

泥分 1(泥 0～25％)   泥分 2(泥 25～50％)   泥分 3(泥 50～75％)  泥分 4(泥 75～100％) 

写真 1-1（5/27 13：30 撮影）排砂前 
撮影 2h 前の愛本流量：約 98m3/s 

約
２
週
間
後 

２
日
後 

写真 2-2(6/29 19:00 撮影)水位低下 撮影 2h 前の愛本流量：約 598m3/s 

写真 2-1(6/17 12：50 撮影)排砂前 撮影 2h 前の愛本流量：約 81m3/s 

写真 2-3(7/1 4：00 撮影)水位回復中 撮影 2h 前の愛本流量：約 61m3/s 

写真 2-4(7/11 13：30 撮影)排砂後の措置（試行）後 撮影 2h 前の愛本流量：約 47m3/s

写真 1-2（7/1 8：55 撮影）水位回復 
撮影 2h 前の愛本流量：約 55m3/s 
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土砂分布・測量調査

　　　　　水位低下

　　　　　自然流下

　　　　　水位回復

　　　　　排砂後の措置（試行）

１回目調査 

【排砂前】
（6/5,6） 

３回目調査 

【排砂後の措

置(試行)後】
（7/11） ２回目調査 

【排砂直後(自然流下終了後）】 
（7/1） 
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写真 2-2 

(6/29) 

日
後 

10 
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１．平成 20 年度 土砂堆積調査結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土砂分布の変化
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4.7
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2.9 4.9

4.0
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1.30.2
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0.3
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0.1 0.1
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0.1

0.2

0.8
0.3

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

排砂前 排砂
直後

排砂後
の措置

(試行)後

排砂前 排砂
直後

排砂後
の措置

(試行)後

面
積
(h
a)

平成19年 平成20年

排砂前、排砂直後、排砂後の措置（施行）後の各段階において、現地踏査を実施し、土砂分布図を作成した。主な結果は以下の通り。

②1回目調査(排砂前) H20.6.5 

④3 回目調査(排砂後の措置（試行）後) H20.7.11 ③2 回目調査(排砂直後) H20.7.1 

自然流下 

約 300～ 

400m3/s 

最大流量 

598m3/s 
(水位低下) 

排砂後の 

措置（試行） 

約 230m3/s 

最大流量 

248m3/s 

● 排砂前における細粒土砂堆積状況については、砂

分が 99％であり、内、砂分 75～100％の明瞭な「砂

分 4」の堆積箇所は全体の 10％程度である。泥分

は 1％未満だった。 

● 排砂直後は、砂分が全体の約 78％に対し、泥分は

21％で、泥分の堆積が全体の約 2割を占めた。 

● 排砂後の措置（施行）後においては、砂分が全体

の 93％、泥分は 21％から 7％程度まで（14％）流

失した。 

排砂直後（6/30）
泥分堆積状況 

排砂後の措置（試行）
後（7/11）の状況 4.8k 付近左岸寄州 

 

(参考) 

平成 19 年 

9 月 7 日出水 

最大流量 

約 510m3/s 

他 2 出水発生 

(400m3/s 以上) 

①昨年度(排砂後の措置（試行）後) H19.7.9 

泥分4（泥分75～100%）

泥分3（泥分50～75%)

泥分2（泥分25～50%）

泥分1（泥分0～25%）

砂分4（砂分75～100%）

砂分3（砂分50～75%)

砂分2（砂分25～50%）

砂分1（砂分0～25%）

泥大 

泥小 

砂大 

砂小 

 

 

 

 

 
     砂分 1(砂 0～25％)      砂分２(砂 25～50％)     砂分３(砂 50～75％)     砂分４(砂 75～100％)       泥分１(泥 0～25％)     泥分２(泥 25～50％)      泥分３(泥 50～75％)     泥分４(泥 75～100％) 

砂分 1～4 泥分 1～4 

土砂分布の変化　(割合)

35%
42% 40%

49%

30%

25%

27% 26%

26%

18% 31%

24%
14% 19%

14%

11%

15%

13% 12% 11%
10%

15%

17%

35%

1%

1% 1%

3%

2%
1%

2% 1% 1%

7%

2%

1%

6%

1%
1% 2% 1%

5%
2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

排砂前 排砂

直後

排砂後

の措置
(試行)後

排砂前 排砂

直後

排砂後

の措置
(試行)後

面
積
の
割
合
(％
)

平成19年 平成20年

砂分 
99％ 

泥分 
1％ 

泥 21％ 泥 7％ 
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平成17年度

28%
38%

27%
18%

20% 24%

25% 18%

2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

自然流下

（第1回通砂）直後

自然流下

（第2回通砂）直後

面
積
の
割
合

自然流下

（排砂・第

2回通砂)

による

変化

平成17年度

51%

22%

26%

30%

10%

23%

7% 25%1%
1%1%

3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

排砂前 自然流下

（第1回通砂）直後

面
積
の
割
合

自然流下

（排砂・第

1回通砂)

による

変化

平成17年度

25% 29%

21% 13%

33% 32%

18% 24%

3% 2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

自然流下

（第2回通砂）直後

第2回通砂後の

措置(試行)後

面
積
の
割
合

通砂後

の措置

(試行)に

よる変

化

２．平成 17～20 年度における排砂（通砂）前～排砂（通砂）後の措置（試行）による土砂動態傾向 
・排砂・通砂による土砂分布の変化状況を以下に示す。 
・排砂（自然流下）時及び排砂・通砂後の措置（試行）による土砂分布の変化については、各々実施時に冠水した範囲を対象とした。 
・冠水範囲は、実施時の航空写真等を基に推測した。 
・なお、排砂・通砂後の措置（試行）前後の土砂分布の比較方法については、冠水範囲が夜間等で不明瞭な調査年度が存在する。

年度 平成 17 年度 

排砂量（出し平）m3 51 万 

自然流下量・愛本（m3/s） 約 230～460 

ピーク・愛本（m3/s） 1,325 

土質組成 砂分増 

自然流下 

約 230～460m3/s 

最大流量 
(洪水調節) 

1,325m3/s 

排砂前 H17.6.9-10 

＜排砂・第 1回通砂＞ 

※冠水箇所で比較 

自然流下(第 1回通砂)直後 H17.7.4 

・ 排砂前と比較し、砂分の被度

が高い「砂分４」等の割合が

増加し、泥分が減少した。 

 

※平成 17 年の排砂後の措置（試行）における調査は、排砂後に引き続き

通砂を実施したため、実施できなかった。 

平成１７年度 

泥分・砂分とも殆ど変化なし 

第 2回通砂後の措置（試行）後 H17.7.20-21 

※冠水箇所の共通調査範囲で比較 

通砂後の

措置(試行)

約 350m3/s

＜第 2 回通砂＞ 

自然流下 

約 180～540m3/s 

最大流量 
(水位低下) 

1,014m3/s 

※冠水箇所で比較 

自然流下(第 1回通砂)直後 H17.7.4 

自然流下(第 2回通砂)直後 H17.7.13 

・ 礫主体の「砂分１」の割合が

増加するとともに、中洲の比

高が低い箇所に泥分が僅かに

堆積した。 

年度 平成 17 年度 

排砂量（出し平）m3 40 万 

自然流下量・愛本（m3/s） 約 180～540 

ピーク・愛本（m3/s） 1,014 

土質組成 砂分 1増（礫増）

排
砂
・
通
砂 

排
砂
・
通
砂
後
の
措
置
（
試
行
） 

 
 
 
 砂分 1(砂 0～25％)   砂分２(砂 25～50％)  砂分３(砂 50～75％) 砂分４(砂 75～100％) 

 

 

 

 泥分１(泥 0～25％)  泥分２(泥 25～50％)  泥分３(泥 50～75％) 泥分４(泥 75～100％) 

砂 

分 

泥 

分 

※ 冠水範囲は、排砂（通砂）及び排砂（通砂）後の措置（試行）時の航空写真等を基に推測した。 

※ 共通調査範囲は、冠水範囲が不明確な場合に排砂及び排砂後の措置（試行）の共通する調査範囲を

対象とした。 

※ 平成１９年の冠水範囲は、排砂時と排砂後の措置（試行）時の流量が類似していることから、排砂

後の措置（試行）時の冠水範囲を排砂と同範囲とした（排砂直後の航空写真なし）。 

※排砂（自然流下）時及び排砂・通砂後の措置（試行）による土砂分布の変化は、

それぞれの実施前後で冠水した範囲を対象に比較したものである。 

 

 

 

 

 

 

出水の影響 

出水時の水位 

排砂・通砂時 

の水位 

排砂,排砂後の措置 

(試行)の
浸水範囲イメージ図 

【凡例】 

 

５－１６ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成19年度

45% 43%

22% 21%
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2% 1%2%
1%1%

1%2%
1%
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(試行)に

よる変
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平成19年度

41% 45%

21% 22%

21% 14%

14% 12%
1%

2%
1% 2% 1%

1% 2%

0%
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排砂前 自然流下

（排砂）直後

面
積
の
割
合

自然流下
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による
変化

排
砂
・
通
砂
後
の
措
置(

試
行)

 

※共通調査範囲で比較 

排砂後の措置(試行)後 H18.7.12 

泥分が減少している 

排砂後の 

措置(試行) 

約 350m3/s 

・ 礫主体の「砂分１」が減少し、

砂の被度が高い「砂分４」等

が増加するとともに中洲の窪

地などで泥分が堆積した。 

平成１８年度 

＜排 砂＞ 

自然流下 

約 240～430m3/s 

最大流量 
(水位低下) 

586m3/s 

※共通調査範囲で比較 

自然流下(排砂)直後 H18.7.2 

排砂前 H18.6.2 

49%
29%

28%

33%

17%

22%

5%
7% 1%2% 4%

1% 2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

排砂前 自然流下

（排砂）直後

面
積
の
割
合

平成18年度

自然流下

（排砂）
による

変化

年度 平成 18 年度 

排砂量（出し平）m3 40 万 

自然流下量・愛本（m3/s） 約 240～430 

ピーク・愛本（m3/s） 586 

土質組成 砂+泥 

排
砂
・
通
砂 

自然流下 

約 350～400m3/s 

最大流量 
(水位低下) 

676m3/s 

排砂前 H19.5.28 

自然流下(排砂)直後 H19.7.1 

※冠水箇所で比較

年度 平成 19 年度 

排砂量（出し平）m3 12 万 

自然流下量・愛本（m3/s） 約 350～400 

ピーク・愛本（m3/s） 676 

土質組成 変化なし 

・ 全体として、細粒土砂

の構成に大きな変化は

なかった。 

平成１９年度 

泥分が 干減少している

※冠水箇所で比較

排砂後の措置(試行)後 H19.7.9 

排砂後の

措置(試行)

約 300m3/s

＜排 砂＞ 
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平成20年度

25% 20%

21% 32%
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24%7%
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排
砂
・
通
砂
後
の
措
置
（
試
行
） 

排
砂
・
通
砂 

● 排砂・通砂における自然流下では、概ね 300～400m3/s の

流量が流下するが、排砂・通砂後の措置(試行)では、概ね

200～350m3/s と自然流下よりもやや少ない流量を流下し

ている。 

● 排砂後の措置（試行）については、全般的に泥分が堆積す

る範囲は限られた部分となっているが、措置（試行）の実

施により、泥分の割合は減少している。 

● 平成 20 年度では、泥分が例年になく広範囲に堆積したが、

その割合は措置（試行）の実施により大きく減少した。 

● 平成 17 年度では、通砂後の措置（試行）を実施している

が、実施前後の泥分の流出量は変化がなかった。 

● 過去の調査結果から、黒部川における土砂の堆積状況は、

出水規模、排砂中の土砂混入量等によって異なるが、排砂

時の自然流下で多くの土砂が流出し、排砂後の河道内に細

粒土砂が堆積する傾向が見られる。 

● 細粒土砂の組成は、その多くは砂分であるが、出水規模が

小さくなると、出水後の水位低下時に水溜まり状の水域や

流速の遅い箇所などに泥分が堆積する傾向が見られる。 

● 特に、出水規模の小さい平成 20 年度では泥分の堆積が顕

著であった。 

● また、通砂では、自然流下における流量が少ない場合にお

いて、河道に泥分が堆積することもある。 

排砂（通砂）前～自然流下直後までの考察 

自然流下直後～排砂（通砂）後の措置（試行）までの考察 

年度 平成 20 年度 

排砂量（出し平）m3 35 万 

自然流下量・愛本（m3/s） 約 300～400 

ピーク・愛本（m3/s） 598 

土質組成 泥増 

自然流下 

約 300～400m3/s 

最大流量 
(水位低下) 

598m3/s 

61%

26%

15%

21%

10%

12%

13%

18%
2%

1%

8%
7%

6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

排砂前 自然流下

（排砂）直後

面
積
の
割
合

平成20年度

自然流下

（排砂）

による

変化

砂分 1が激減 

泥分(1～4)が 

増加 

排砂前 H20.6.5 

平成２０年度 

＜排 砂＞ 

自然流下(排砂)直後 H20.7.1 

※冠水箇所で比較 

・ 泥分の堆積が例年になく顕著で、

泥分堆積率は、全体の 23％に達し

た。 

・ 礫主体の「砂分 1」が半分以下に

激減し、「砂分 2,3,4」が増加した。

※冠水箇所で比較 

排砂後の措置(試行)後 H20.7.11 

排砂後の 

措置(試行) 

約 230m3/s 

泥分（1～4） 

が減少 

泥分が 24%から 5%に減少している 
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